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  自閉スペクトラム症児の行動問題改善に向けた支援の効果 
 













































































































る 5年男児 2名（以下，A児，B児）である。   
A 児は，ASD の診断を受けている。研究開始年
度の 6 月に実施した KABC-Ⅱの検査結果は，認知










年度 2 月に実施した KABC-Ⅱの検査結果は，認知









 ①実態調査 20XX年 4月末～5月末の 1ヶ月間 
 ②チェック式支援シートの作成 
  20XX年 6月～8月末の 1ヶ月間 
 ③行動問題実態調査 
  20XX年 8月～9月の 1ヶ月間  
④授業実践   





























　「やりたくない」   　「声・音が気になる」
　「自信が無い」   　「物が気になる」














































      
表２ A児と B児が行動問題を起こした理由 
また， A児と B児の行動問題が ASDの特性から























































































































































　　　 行動前の状況  チェック 　支援
課題が難しくてわからない。 　　✔ 　 C
他に興味を向けたいものがある。 　　✔ 　 D
自分の思い（要求）を否定される。 　 A
課題の終わりが見えない。 　　✔ 　 C
自分に先生の注目が向いていない。 　 C
周りがうるさい。 　 D
自分のやりたいことをやらせてくれない。 　　✔ 　 C
することがなく,暇な時間が多い。 　 C
自分が思ったよりも課題が進まない。 　　✔ 　 B
友だちが課題を先に終わってしまう。 　 B




　　　 行動前の状況  チェック 　支援
課題が難しくてわからない。 　 C
先生や友だちから注意をされる。 　　✔ 　 A
自分の思い（要求）を否定される。 　　✔ 　 A
先生から間違いを指摘される。 　　✔ 　 A
テスト（プリント）で間違いがある。 　 B
することがない。 　 C
自分のやりたいことをやらせてくれない。 　　✔ 　 C
やりたくない課題をさせられる。 　　✔ 　 C







の支援計画を作成した（図6）。    
     図４ 「離席」前の状況 























































  する。 （机上ですることを約束する。）


















9月 10月 11月 12月
離席の回数 他傷行為の回数
　 　　 行動前の状況  チェック 　支援
課題が難しくてわからない。 　　✔ 　 C
他に興味を向けたいものがある。 　　✔ 　 D
自分の思い（要求）を否定される。 　 A
課題の終わりが見えない。 　　✔ 　 C
自分に先生の注目が向いていない。 　 C
周りがうるさい。 　 D
自分のやりたいことをやらせてくれない。 　　✔ 　 C
することがなく,暇な時間が多い。 　 C
自分が思ったよりも課題が進まない。 　　✔ 　 B
友だちが課題を先に終わってしまう。 　 B
話を聞いたり板書したりする時間が長い。 　　✔ 　 C
先生や友だちから注意をされる。 　 A
周りの声や音がうるさい。 　　✔ 　 D
　　　　　　　　　　　　離　席
　　　 行動前の状況  チェック 　支援
課題が難しくてわからない。 　 C
先生や友だちから注意をされる。 　　✔ 　 A
自分の思い（要求）を否定される。 　 A
先生から間違いを指摘される。 　　✔ 　 A
テスト（プリント）で間違いがある。 　　✔ 　 B
することがない。 　 C
自分のやりたいことをやらせてくれない。 　　✔ 　 C
やりたくない課題をさせられる。 　 C
自分が思ったよりも課題が進まない。 　　✔ 　 B
友だちが課題を先に終わってしまう。 　 B



















































































































考えられることにより，A 児と B 児が行動問題に
対して主体的に解決していく方法につながった。
また，T 市の特別支援学級担任に行動問題の実態






















を探る方法としては，A 児と B 児に聞き取り調査
を行ったが，過去に起こったことであるため，具
体的に場面を聞き取ることは難しかった。しかし，





行為」の減少につながったことから，A 児と B 児
の実態に即した支援方法であった。しかし，支援
方法の大まかな方向性を示すことができても，支











































画を考えたが，A 児と B 児にとっては，離席と同
じ支援方法が他傷行為の減少にも効果的だった。
授業でのつまずきに対して，チェック式支援シー
























































『認知行動療法を生かした発達障害児・者への   
支援』，ジアース教育新社，85-98，242-257. 
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